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（１）計画策定の経緯 

 

日 時 開催会議名など 内   容 

令和４年度 

８月 17 日 第１回  庁内策定部会 
・都市計画マスタープランの見直しと立地適正化計画の策

定について 

・市民アンケート調査の実施について 

・唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会の運営につ

いて（内規） 
８月 30 日 第１回  策定委員会 

10 月５日～ 

10 月 19 日 
市民アンケート調査 

・唐津市在住の 18 歳以上の 2,500 世帯を対象 

・回答 880 通（回答率 35.2％） 

11 月 28 日 第２回 庁内策定部会 
・唐津市を取り巻く状況、上位関連計画における方向性、

住民ニーズの方向性（市民アンケート調査結果より） 

・現行計画の評価検証 

・都市計画マスタープランの改定及び立地適正化計画策定

の方向性 
12 月 28 日 第２回  策定委員会 

２月７日 第３回  庁内策定部会 ・唐津市都市計画マスタープラン全体構想編の骨子（案）

について 

・災害リスク分析について ２月 27 日 第３回  策定委員会 

３月 29 日 第 27 回唐津市都市計画審議会 
・唐津市都市計画マスタープランの見直しと立地適正化計

画の策定について（中間報告） 

令和５年度 

６月 23 日 第４回 庁内策定部会 
・唐津市都市計画マスタープラン等庁内策定部会の体制変

更について 

・都市計画マスタープラン（地域別構想・実現方策）見直

しの進め方について 

・立地適正化計画策定の進め方について 
７月３日 第４回  策定委員会 

11 月１日 第１回地域別ワークショップ 

・地域住民によるワークショップの実施 

・テーマ：地域の魅力（特色・資源）や、地域が抱える課

題（改善点）について 

・参加者：44 名（中央地域 16 名、東部地域 5 名、南部

地域 8 名、西部地域 5 名、北部地域 10 名）※公募 

11 月 13 日 第５回 庁内策定部会 ・都市計画マスタープラン地域別構想案（地域別の状況と

課題）について 

・立地適正化計画の誘導区域案について 11 月 20 日 第５回  策定委員会 

11 月 22 日 第２回地域別ワークショップ 

・地域住民によるワークショップの実施 

・テーマ：地域の魅力や課題を踏まえた地域の将来像（目

指すべき姿）と、その実現のために必要な取り組みにつ

いて 

・参加者：38 名（中央地域 14名、東部地域5名、南部地

域 9 名、西部地域 3 名、北部地域 7 名）※公募 
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日 時 開催会議名など 内   容 

１月 17 日 第６回 庁内策定部会 ・都市計画マスタープラン地域別構想案（まちづくりの目

標と重点方針）について 

・立地適正化計画の誘導施設案について 

・立地適正化計画の防災指針案について １月 22 日 第６回  等策定委員会 

２月 21 日 第７回  庁内策定部会 ・都市計画マスタープランの実現方策案について 

・まちづくりの基本理念について 

・立地適正化計画の誘導施策および成果指標について ２月 26 日 第７回  策定委員会 

令和６年度 

7 月 10 日 第８回 庁内策定部会 
・都市計画マスタープラン（素案）について 

・立地適正化計画（素案）について 

８月７日～ 

８月 23 日 
地域別住民説明会 

・都市計画マスタープランおよび立地適正化計画の素案に

関する地域別住民説明会を実施 

・参加者：20 名（唐津地区 10 名、浜玉地区 4 名、北波

多地区 2 名、相知地区 1 名、肥前地区 3 名） 

・地域別住民説明会で使用した説明動画を YouTube で公

開 

8 月 23 日～ 

９月 24 日 
パブリックコメント 

・都市計画マスタープランおよび立地適正化計画の素案に

関するパブリックコメントを実施 

・意見：1 件 

10 月 18 日 第８回  策定委員会 
・都市計画マスタープラン案について 

・立地適正化計画案について 

11 月 15 日 第 29 回都市計画審議会 
・都市計画マスタープラン案について 

・立地適正化計画案について 

※庁内策定部会：唐津市都市計画マスタープラン等庁内策定部会 

 ※策定委員会 ：唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会 

 

 

  



 

-99- 

資
料
編 

（２）都市計画マスタープラン等策定委員会委員名簿 

 

 

 

  

委 員（唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会設置要綱第3条第2項各号） 順不同、敬称略

氏 名 所 属 等 分 野

1 坂
さか

井
い

 猛
たける

九州大学キャンパス計画室 教授 都 市 計 画

2 後藤
ご と う

 隆太郎
りゅうたろう

佐賀大学理工学部 教授 建 築 計 画

3 猪
いの

八重
は え

 拓郎
たくろう

佐賀大学理工学部 准教授 都 市 計 画

4 林
はやし

 博
ひろ

德
のり

九州大学大学院工学研究院 准教授 流 域 治 水

5 木下
きのした

 修一
しゅういち

唐津商工会議所 副会頭 商 工 業

6 松本
まつもと

 弘
ひろむ

唐津農業協同組合 代表理事副組合長 農 業

7 太田
お お た

 順子
じゅんこ

一般社団法人唐津観光協会 副会長 観 光

8 松﨑
まつざき

 義行
よしゆき

昭和自動車株式会社自動車事業本部乗合事業部 部長 交 通

9 大鶴
おおつる

 将司
ま さ し

九州旅客鉄道株式会社佐賀鉄道事業部企画運輸課 課長 交 通

10 中村
なかむら

 重美
し げ み

公益社団法人佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部 顧問 土 地 利 用

11 吉田
よ し だ

 善道
よしみち

社会福祉法人唐津市社会福祉協議会 会長 福 祉

12 平野
ひ ら の

 直人
な お と

唐津地区建築士会 理事 建 築

13 天本
あまもと

 貴子
た か こ

佐賀県県土整備部まちづくり課 課長 行 政

14 岸川
きしかわ

 俊介
しゅんすけ

佐賀県唐津土木事務所 所長 行 政

桑原
くわはら

 宏司
こ う じ

（R4.7.20～R5.1.10）

山本
やまもと

 智史
さ と し

（R5.1.11～R6.3.31）

片渕
かたふち

 隆昭
たかあき

（R6.4.1～）

青山
あおやま

 泰三
たいぞう

（R4.7.20～R5.3.31）

八島
や し ま

 大三
だいぞう

（R5.4.1～）

宗田 匡央
そ お だ ま さ お

（R4.7.20～R5.3.31）

岩熊
いわくま

 真一
しんいち

（R5.4.1～）

任期 令和4年7月20日から3年間。ただし、策定委員会所掌事務が終了した場合は、その日を任期満了日とする。

アドバイザー（唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会設置要綱第3条第3項） 敬称略

氏 名 所 属 等 分 野
学識
経験

1 外尾
ほ か お

 一則
かずのり 佐賀大学 名誉教授

※唐津市都市計画審議会 会長
都 市 計 画

任期 令和4年7月20日から3年間。ただし、策定委員会所掌事務が終了した場合は、その日を任期満了日とする。

16 唐津市経済部 部長 行 政

行 政唐津市都市整備部 部長

行
政
機
関

17

区 分

区 分

学
識
経
験

関
係
団
体

15 佐賀県唐津農林事務所 所長 行 政
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（３）市民アンケート調査概要 

■調査の目的：唐津市都市計画マスタープランの改定および立地適正化計画の策定にあ

たり、住民のまちづくりに対する問題・課題等の認識、また、今後目指

すべきまちの姿や実施すべき施策等について、意見を把握することを目

的に実施しました。 

■調査の対象：①調査対象地域･･･唐津市全域 

        ②調査対象者 ･･･18歳以上の市民2,500人 

        ③サンプル抽出方法･･･無作為抽出 

        ④調査期間  ･･･令和４年10月5日～10月19日 

        ⑤調査方法  ･･･郵送による配布。回答は郵送またはｗｅｂによる回

答を併用しました。 

■配布・回収数 
配布数 有効回答数 回答率 

２,５００通 ８８０通（web回答１２４通） ３５．２％ 

 

■回答者の属性：回答者の男女別割合は男性41.5％（前回43.1％）、女性56.9％

（前回54.1％）であり、前回調査時と比較すると、女性の回答割合

がわずかに増加しました。 

        年代別では、前回調査時と比較して70代以上の割合が30.1％と９ポ

イント増加する一方で、30代以下の回答割合が15.3％と８ポイント

低下。これは、前回調査時と比べて市全体で高齢化が進み、60代・

70代への配布数が増加したことなどが要因と考えられます。 

 

【アンケート回答者及び人口構成の比較】 

 

 

 

回答数
(票)

構成比
(％)

回答数
(票)

構成比
(％)

配布数
(票)

回答率
(％)

人口
(人)

構成比
(％)

人口
(人)

構成比
(％)

0-9歳 12,764 9.6% 9,593 8.2%

10代 8 0.8% 9 1.0% 10-19歳 14,005 10.5% 11,455 9.8%

20代 93 9.7% 53 6.0% 20-29歳 14,415 10.8% 9,187 7.9%

30代 118 12.4% 73 8.3% 305 23.9% 30-39歳 15,279 11.5% 11,035 9.5%

40代 126 13.2% 141 16.0% 407 34.6% 40-49歳 15,621 11.7% 14,759 12.6%

50代 212 22.2% 145 16.5% 379 38.3% 50-59歳 21,058 15.8% 13,750 11.8%

60代 187 19.6% 189 21.5% 471 40.1% 60-69歳 15,390 11.6% 17,065 14.6%

70-79歳 15,055 11.3% 16,504 14.1%

80-89歳 7,962 6.0% 10,092 8.6%

90-99歳 1,574 1.2% 3,142 2.7%

無回答 3 0.3% 5 0.6% - - 100歳以上 47 0.0% 106 0.1%

総数 954 100.0% 880 100.0% 2,500 35.2% 総数 133,170 100% 116,688 100%

平均年齢 44.45 歳 48.87 歳

207

(参考)

30.1%

(参考)人口構成割合

312 19.9%

626 42.3%

アンケート回答者の割合

平成19年 令和４年平成19年 令和４年

70代以上 26521.7%
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（４）地域別ワークショップ概要 

■調査の目的：全２回開催した地域別ワークショップでは、公募により49名（1回目

と2回目の重複を除く）の住民の方にご参加いただき、地域の魅力や課

題、将来像などについてグループワークを実施し、オンラインによる成

果発表を行いました。 

 

【１日目ワークショップ概要】 

日時 令和５年１１月１日  19時～21時 

参加人数 

中央地域 １６名 

合計 ４４名 

東部地域 ５名 

南部地域 ８名 

西部地域 ５名 

北部地域 10名 

内容 地域の魅力（特色・資源）や、地域が抱える課題（改善点）について 

 

【２日目ワークショップ概要】 

日時 令和５年１１月２２日 19時～21時 

参加人数 

中央地域 １４名 

合計 ３８名 

東部地域 ５名 

南部地域 ９名 

西部地域 ３名 

北部地域 ７名 

内容 
地域の魅力や課題を踏まえた地域の将来像（目指すべき姿）と、その実現のため
に必要な取り組みについて 
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（５）誘導施設の考え方 

 

 

 

  

都市拠点 地区拠点

市役所（本庁舎）
唐津市の事務所の位置を定
める条例

●
市全域を対象として行政サービスを提供する施設
であり、市民の利便性を考慮し、誘導区域（都市
拠点）に立地することが望ましい。

市役所（市民セン
ター）

唐津市市民センター設置条
例

●（注） ●

各地域の生活拠点としての機能を有する施設であ
ることから、誘導区域内への誘導は行わない。
（注）浜玉市民センターについては、地区拠点（浜
崎駅周辺地区）内に立地していることから、誘導区
域（地区拠点）への誘導の対象とする。

その他
国、県等が設置する出先機
関のうち、唐津市全域を管
轄するもの

●
市全域を対象として行政サービスを提供する施設
であり、市民の利便性を考慮し、誘導区域（都市
拠点）に立地することが望ましい。

福祉施設

・唐津市高齢者ふれあい会
館条例
・唐津市障害者支援セン
ター条例

● ●

市全域を対象として行政サービスを提供する施設
であり、市民の利便性や、現在の施設立地状況等
も踏まえ、誘導区域（都市拠点・地区拠点）に立地
することが望ましい。

保健センター

・唐津市健康サポートセン
ター条例
・唐津市保健センター条例
・唐津市北波多総合保健セ
ンター条例
・唐津市ひれふりランド条例

● ●

公共施設再配置計画において、将来的に市域に
一つの配置とする旨が定められているなど、市全
域を対象として行政サービスを提供すべき施設で
あることから、市民の利便性や、現在の施設立地
状況等も踏まえ、誘導区域（都市拠点・地区拠点）
に立地することが望ましい。

介護サービス施設

老人福祉法又は介護保険
法に規定する施設で、事業
者が居宅介護・通所介護・
施設介護などのサービスを
行う施設

●
人口分布等に応じて各地域に立地することが望ま
しい施設であるため、誘導区域内への誘導は行
わない。

子育て支援施設
唐津市子育て支援センター
条例

●
市全域を対象として行政サービスを提供する施設
であり、市民の利便性を考慮し、誘導区域（都市
拠点）に立地することが望ましい。

保育園、幼稚園、
認定こども園

・児童福祉法第39条第1項
に規定する施設
・学校教育法第1条に規定す
る幼稚園
・就学前の子供に関する教
育、保育等の総合的な提供
の推進に関する法律第2条
第6項に規定する施設

◎

人口分布等に応じて身近な生活圏にも立地が必
要な施設であるため、誘導区域内への誘導の対
象とはしないが、居住誘導区域内への居住の誘
導にあたっては、都市拠点または地区拠点に多く
立地することが望ましい施設であるため、都市機
能誘導区域内への誘導を推奨する。

放課後児童健全育
成施設

唐津市放課後児童健全育
成施設条例

●
小学校の立地と密接に関係する施設であるため、
誘導区域への誘導は行わない。

コンビニエンススト
ア

コンビニエンスストア ◎

人口分布等に応じて身近な生活圏にも立地が必
要な施設であるため、誘導区域内への誘導の対
象とはしないが、居住誘導区域内への居住の誘
導にあたっては、都市拠点または地区拠点に多く
立地することが望ましい施設であるため、都市機
能誘導区域内への誘導を推奨する。

大規模小売店舗
大規模小売店舗立地法第2
条第1項に規定する店舗面
積が1,000㎡以上の施設

● ●
市全域のみならず、市外からの利用も見込まれる
施設であることから、誘導区域（都市拠点・地区拠
点）に立地することが望ましい。

機
能

対象施設
（施設の種類）

誘導の対象

誘導の考え方

行
政
機
能

福
祉
機
能

施設の定義など
誘導の
対象外

都市機能誘導区域

子
育
て
機
能

商
業
機
能
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都市拠点 地区拠点

病院
医療法第1条の5第1項に規
定する施設（市民病院を除
く）

● ●

市全域を対象としてサービスを提供する施設であ
り、市民の利便性を考慮し、複数施設の立地が望
ましいことから、誘導区域（都市拠点・地区拠点）
への誘導を図る。
ただし、市民病院については、公共施設再配置計
画において、「現在の配置とする」旨が定められて
いることを勘案し、誘導施設から除外する。

診療所
医療法第1条の5第2項に規
定する施設

◎

身近な生活圏にも立地が必要な施設であるため、
誘導区域内への誘導の対象とはしないが、居住
誘導区域内への居住の誘導にあたっては、都市
拠点または地区拠点に多く立地することが望まし
い施設であるため、都市機能誘導区域内への誘
導を推奨する。

銀行など
本店・支店など窓口機能を
有するもの

●
日常生活の利便性を考慮し、身近な生活圏にも立
地することが望ましい施設であるため、誘導区域
内への誘導は行わない。

郵便局
特定・簡易郵便局を除く普
通郵便局

●
日常生活の利便性を考慮し、身近な生活圏にも立
地することが望ましい施設であるため、誘導区域
内への誘導は行わない。

小学校
唐津市立小学校及び中学
校設置条例

●
将来の児童数の推移等を考慮して配置すべき施
設であることから、誘導は行わない。

中学校
唐津市立小学校及び中学
校設置条例

●
将来の生徒数の推移等を考慮して配置すべき施
設であることから、誘導は行わない。

高校・専門学校など

・学校教育法第1条に規定す
る高等学校、中等教育学
校、大学及び高等専門学校
・学校教育法第124条に規
定する専修学校

● ●
市全域のみならず、市外からの利用も見込まれる
施設であることから、誘導区域（都市拠点・地区拠
点）に立地することが望ましい。

図書館 唐津市近代図書館条例 ●
市全域を対象として行政サービスを提供する施設
であり、市民の利便性を考慮し、誘導区域（都市
拠点）に立地することが望ましい。

スポーツ施設
・唐津市体育施設条例別表
第1に規定する施設
・スポーツジム等

◎

市民の健康増進、スポーツの振興を図る観点か
ら、各地域にも立地が必要な施設であるため、誘
導区域内への誘導の対象とはしないが、居住誘
導区域内への居住の誘導にあたっては、都市拠
点または地区拠点に多く立地することが望ましい
施設であるため、都市機能誘導区域内への誘導
を推奨する。

市民会館・文化会
館

市が設置する市民会館・文
化会館またはこれに類する
施設であって、広く市民が利
用できるホールを有するもの

●

公共施設再配置計画において、概ね1,000人規模
の施設は市域に一つの配置を基本とする旨が定
められているなど、市全域を対象として行政サー
ビスを提供すべき施設であることから、市民の利
便性を考慮し、誘導区域（都市拠点）に立地するこ
とが望ましい。

公民館 唐津市公民館条例 ●
利用者の利便性を考慮し、各地域に立地すること
が望ましい施設であるため、誘導区域内への誘導
は行わない。

観光施設
観光振興を目的として市ま
たは民間が設置・運営する
施設

●
各地域の特性を活かした施設であることから、誘
導区域への誘導は行わない。

特産品等展示販売
施設

唐津の特産品等の展示販
売を目的として市または民
間が設置・運営する施設

●
各地域の特性を活かした施設であることから、誘
導区域への誘導は行わない。

交流施設

市民や来訪者の交流を目的
として市が設置する施設（上
記のいずれかに分類される
施設を除く）

● ●
地域だけでなく、市全域、または市外からの利用
も見込まれる施設であることから、誘導区域に配
置することが望ましい。

※
※

機
能

対象施設
（施設の種類）

施設の定義など

公共施設を新設する場合は、施設の設置目的等を踏まえ個別に判断する。

誘導の対象
誘導の
対象外

誘導の考え方都市機能誘導区域

教
育
機
能

「誘導の対象外」欄に「◎」のある施設は、都市機能誘導区域内への立地を「推奨」する施設。

観
光
・
交
流
機
能

医
療
機
能

金
融
機
能

文
化
・
生
涯
学
習
機
能
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（６）都市機能（施設）の分布状況 
① 行政機能 
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② 介護福祉機能 
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③ 子育て機能 
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④ 商業機能 
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⑤ 医療機能 
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⑥ 業務（金融）機能 
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⑦ 文化・交流機能 

 
 

  




